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長崎雅子 議員

問問 生山駅の旧売店の有効利用を

答答 来春から山里Loadにちなんによる活用を計画

み
ど
り
の
券
売
機
が
使

い
に
く
い
と
の
声
を
よ

く
聞
く
。
ま
た
長
距
離
切
符

購
入
時
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
呼

出
し
に
20
分
位
か
か
る
こ
と

が
あ
る
が
、
改
善
は
。

Ｊ
Ｒ
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
昼
間
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
増
員
し
、
体
制
強
化
に

努
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

サ
ン
ラ
イ
ズ
出
雲
の
チ

ケ
ッ
ト
購
入
は
、
こ
の

券
売
機
で
は
で
き
な
い
と
聞

い
た
が
。

問問

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
対
応
が

必
要
で
あ
る
が
、
購
入
は

で
き
る
と
説
明
を
受
け
た
。

　
今
後
も
実
態
に
合
わ
せ
て

要
望
す
る
。

旧
売
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
閉
ま
っ
た
ま
ま
で
あ

る
が
、
有
効
活
用
の
考
え
は
。

来
春
よ
り
山
里
L
o
a
d

に
ち
な
ん
に
よ
る
観
光

案
内
、
券
売
機
の
利
用
サ
ポ

ー
ト
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
計
画
し
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

児
童
の
活
動
制
限
を
緩

和
す
る
た
め
、
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
の
増
設
を
。

ス
ペ
ー
ス
的
な
こ
と

も
踏
ま
え
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
検
討
す
る
。

町
長 問

売店のシャッターが閉まり寂しい待合室

問

町
長

町
長

町
長

ながさきまさこ

参加のキッカケ

　結婚を機に日
南

町に来てもうす
ぐ

40年。

　大好きな日南
町

のため、現場の声
が

直接届けられる良
い

機会だと思った。

古川貞美 議員

問問 人口減少の中、計画病床は多すぎるのでは

答答 適正規模となるよう、町財政と検討を重ねる

将
来
確
実
に
人
口
が
減

少
す
る
の
に
、
60
床
か

ら
75
床
の
病
床
は
多
す
ぎ
る

の
で
は
。介

護
機
能
へ
の
転
換

や
経
営
的
な
側
面
も

考
慮
し
て
、
必
要
な
病
床
数

と
考
え
る
。

医
師
や
専
門
職
の
確
保

は
。

関
係
病
院
と
の
連
携

を
強
化
し
、
魅
力
化

を
進
め
、
最
大
限
確
保
に
取

組
む
。規

模
を
小
さ
く
す
る
こ

問問問

と
で
、
費
用
も
少
な
く
で
き

る
の
で
は
。

適
正
規
模
と
な
る
よ

う
、
町
財
政
と
均
衡

を
図
り
な
が
ら
、
検
討
を
重

ね
る
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス

介
護
施
設
の
待
機
者
が

43
人
お
ら
れ
る
現
状
に

驚
い
た
。
今
後
ど
の
よ
う
な

待
機
者
対
策
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
か
。

出
掛
け
る
医
療
も
含

め
、
在
宅
で
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
た
い
。

施
設
介
護
か
ら
在
宅
介

護
が
主
流
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
。

人
材
確
保
を
中
心
に

充
実
に
努
め
る
。

町
長

町
長 問問

介護を担うあかねの郷

ふるかわさだみ

参加のキッカケ

　この一年で両
親

を看取った経験
か

ら、新病院建設
と

介護サービスの
想

定される課題に
つ

いて、強い思い
が

あったので。

病
院
事
業

管
理
者

病
院
事
業

管
理
者

病
院
事
業

管
理
者

女性議会

特集 女性議会特集 女性議会
私の意見を町長に伝えました

女性議会開催

事例調査　琴浦町

　様々な立場、年代の声を町政に反映させ、町の活性化を促す
目的で、この度は女性議会を開催しました。
　慣れない議場で、臆することなく、堂々と発言される姿は、
思いの強さを感じるものでした。

女性議員の募集開始
HP・ちゃんねる日南で
女性議員の募集を開始

全員協議会
女性議会開催を決定

協議開始

議場でリハーサル

各女性議員に、2人の現職議
員がサポートに付き、一般
質問に向けて協議

質問通告書
現職議員と同様の様式で通告書を作成

募集締切
4名の参加が決定

広報開始
女性議会開催につい
て議会だよりにて特
集を組みPR

琴浦町役場企画政策課、男
女共同参画推進会議を訪
問、女性議会開催までの経
緯を伺った

11月16日
11月12日

10月24日
10月7日

9月30日
8月26日

7月25日
6月18日

6月10日

開
催
ま
で
の
道
の
り

ロード

みどりの券売機プラス
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女 性 議 会

不
在
地
主
が
土
地
の
管

理
を
せ
ず
、
近
所
の
人

の
草
刈
り
な
ど
負
担
が
か
か

っ
て
い
る
。
不
在
地
主
に
管

理
責
任
は
。

土
地
基
本
法
に
、
土
地

所
有
者
に
土
地
の
利
用
、

管
理
の
責
務
が
あ
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

管
理
さ
れ
な
い
土
地
に

問問

草
が
茂
り
、
野
生
動
物
の
住

処
に
な
っ
て
い
る
。

　
草
刈
り
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

基
本
的
に
ま
ち
協
、
あ

る
い
は
多
面
的
機
能
支

払
い
交
付
金
を
利
用
し
て
欲

し
い
。
行
政
も
地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
負
担
軽
減
に
取
組

み
た
い
。

　
ご
み
処
理

ご
み
の
分
別
方
法
が
分

か
り
に
く
い
。
充
実
し

た
研
修
を
開
い
て
は
。

現
在
26
種
類
の
分
別
を

お
願
い
し
て
い
る
。
地

域
に
出
掛
け
て
の
説
明
会
や
、

P
R
も
し
て
い
く
。

分
別
ご
み
が
ど
の
よ
う

に
再
資
源
化
さ
れ
る
か

理
解
で
き
れ
ば
、
意
識
の
向

上
に
繫
が
る
の
で
は
。

再
資
源
化
の
成
果
の

周
知
が
十
分
で
な
い
。

分
別
の
周
知
と
併
せ
行
う
。

減
量
化
で
軽
減
す
る
費

用
も
P
R
し
た
ら
。

数
値
化
し
な
が
ら

P
R
し
て
い
く
。

町
長

町
長 問問

管理されていない土地

町
長

町
長

問問 管理されていない不在地主の土地管理責任は

答答 不在地主に草刈りなどの管理責任がある
塩見真由美 議員
しおみ　ま ゆ み

参加のキッカケ

　上石見の女性グ
ル

ープ「白百合会」
で

話し合った問題の
中

から、管理者のい
な

い土地やごみ処理
に

ついて聞きたい。

矢吹かおり 議員

問問 子育て世代を地域でサポートできる体制を

答答 家事代行など、前向きに検討する

移
住
さ
れ
た
方
の
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
現
状
と

考
え
は
。

山
里
L
o
a
d
に
ち
な

ん
が
移
住
希
望
者
の
相

談
窓
口
と
、
移
住
後
の
サ
ポ

ー
ト
を
担
っ
て
い
る
。
今
後

も
移
住
の
よ
り
良
い
仕
組
み

を
検
討
す
る
。

母
親
が
体
調
不
良
の
際
、

家
に
来
て
託
児
や
家
事

代
行
な
ど
、
子
育
て
世
代
を

地
域
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体

制
づ
く
り
は
。

問問

家
事
代
行
な
ど
あ
る

と
い
い
な
と
思
っ
た
。

前
向
き
に
考
え
た
い
。

子
ど
も
は
突
然
不
測
の

事
態
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
な

ど
に
理
解
の
あ
る
事
業
所
の
リ

ス
ト
作
成
は
で
き
な
い
か
。

事
業
者
の
リ
ス
ト
作

成
は
難
し
い
と
考
え

る
が
、
協
力
は
お
願
い
し
て

い
く
。

　
公
園
整
備

室
内
で
体
を
動
か
せ
る

施
設
と
公
園
は
。

室
内
の
遊
び
場
は
こ

ど
も
ゆ
め
基
金
運
営

委
員
会
で
、
公
園
は
中
心
地

域
整
備
計
画
策
定
委
員
会
で

前
向
き
に
検
討
す
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長 問問

芝生広場で凧揚げ

やぶき

参加のキッカケ

　夫婦とも茨城
県

からのIターンで
、

現在3人の子育て
を

している経験か
ら

不安や苦労をこ
れ

からの移住施策
に

役立てられたら
。

　人によって質問が違う
し、核心をついた女性視
点で意見を言われてい
て、おもしろかったです。
　自分も参加してみたい
とチョット思いました。 藤森高善さん（霞）

　子育てをする女性の悩み
や、家族を介護する介護サー
ビスについてなど、女性なら
ではの質問があり本会議とは
違って新鮮に感じました。
　定期的に開催すれば、女性
に優しいまちづくりに繋がる
と思います。

矢吹かおり 議員

　こういった場に参加させ
てもらったことで、町政を自
分事として考える事ができ
て良かった。

塩見真由美 議員

　準備とか議会は大変だと
感じた。それだったら議員
に伝えて、議員に頑張ってい
ただく方が。

古川貞美 議員

　病院の機構や内容が理
解しにくい部分もあり、飛ば
してしまった。介護現場の
声が届いているか不安。

長崎雅子 議員

　現場の声を伝えようとし
たら、我々も考える機会に
なったし、他の人の意見も
聞けて良かった。

山本芳昭 議長

　やって良かった！
色々な意見もあっ
たけど、「見る前に
跳べ」という事も必
要だと思いました。
　４名の議員さん
とサポートしていた
だいた皆様に、厚く
お礼申し上げます。

女性議会を傍聴して

いただいたアンケートより

ほっと一言

問 町
長

女性議会にお寄せいただいた、感想の一部を紹介します

岸本悠菜さん（大学生）
ゆ　な たかよし

　　　日南町が存続して
いくため、

どういったことを考えて
いく必要がある

かを女性議員の質問、答
弁のやり取りを

聞いて考えさせられまし
た。

アットホームで大変有意義
な時間でした。　女性議員目線の質問

がおもしろく、楽しく傍聴

できた。行政とのやり取り
もリアルでした。

　女性だけでなくいろん
な方の議会を開いて

　　　　　　　欲しい。

　町民生活や移住者の
心情など、声が直接届い

た女性議会。
　やっているつもり行政

は、反省する材料。

　女性が感じておられる
日常生活での視点が

取り上げられており、女性
議会の意義を感じました

。

　　このような機会を続
けて欲しい。

　矢吹かおり議員は、小
さなお子さん

がおられ、女性であり、ワ
ーキングマザーで

あり、移住者であること
で、大変意義の大き

いことであった。

　若い方々の考えが行政
に活かされる

　　　　ことを願います
。
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６年度
補正予算

令和 　　 1億 5880万円をチェック 12月10日〜12月18日(9日間)

12月定例会

　日南町議会の12月定例会一般質問は、７名の議員が登壇し活発

な議論を展開しました。執行部から提案された、公の施設に係る

指定管理者の指定、日南町職員等の給与に関する条例の一部改正、

令和６年度一般会計補正予算など14議案は原案のとおり可決しま

した。

飼い主のいない
猫対策推進費補助金
　令和６年６月の要綱改正により補助
率10／10（上限10,000円）とし、10
月末現在で24匹に施術を行った。相談、
申請件数ともに増加傾向にあり、14匹
分追加。

耕地災害復旧事業
4350万円

　令和6年11月豪雨災害による農地及び農業用
施設災害復旧事業を行う
災害査定申請予定箇所数
　農地　　　　　7箇所（下石見ほか）
　農業用施設　　5箇所（笠木ほか）

旧木下家　隣接地取得
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ここに注目

問　激甚災害に指定されているか。
答　されていない。

14万円

　地権者了承のもと阿毘縁むらづくり協
議会が整地し、駐車場として活用を開始
している土地を町が取得する。

　役務費　25万円　土地購入費　40万円

耕地災害復旧事業など

豪雨による畦畔の崩壊(下石見)喜ばれているふじい動物診療所（生山）

一般会計一般会計

問　堀削工事費1300万円に対し、生息調査費
　　1460万円は多額では。
答　最大30匹発見を想定した予算額である。

問　指名業者は何者か。
答　10者程度を予定している。

釜ヶ谷川オオサンショウウオ生息調査

　印賀地内普通河川釜ヶ谷川において、
河床掘削の前にオオサンショウウオの取
り上げ調査を行う。
・調査区間　290ｍ
・施工区間　3箇所

直接人件費

諸経費

67人

735万円

303万円

432万円

101人

1116万円

463万円

653万円
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1460万円
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849万円
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県道▶

1460万円

個体の発見数

必要人員（延べ数）

生息調査費

65万円

補正予算の

主な事業
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条例・補正予算などの審議結果
〇全会一致で可決した議案

〇賛成少数で否決した議案

請願・陳情の審査結果と討論 審議した結果、次のとおり決定しました。

なお、賛成・反対とあるのは、原案に対する討論です。

1 2月定例会

指
定
管
理

施
設
の

その他

発議

一般会計補正予算（第6号）
国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
介護保険特別会計補正予算（第2号）
簡易水道事業会計補正予算（第3号）

一般会計補正予算（第7号）
国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
介護保険特別会計補正予算（第3号）
簡易水道事業会計補正予算（第4号）

日南町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正
日南町職員の給与に関する条例の一部改正
日南町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
日南町介護福祉センターあかねの郷及び日南町認知症高齢者グループホームあさひの郷
日南町農林業担い手研修施設イチイ荘及び日南町山村広場
「教職員の働き方改革を推進し、子どもたちのゆたかな学びの保障」を求める意見書提出について
鳥取県町村総合事務組合の共同処理事務の追加及び同組合規約を改正する協議について

条例

発議
企業・団体によるパーティー券購入を含む企業・団体献金の全面禁止を求める意見書提出について

核兵器禁止条約への署名と批准を求める意見書提出について

　マイナ保険証の強制はせず、従来の保険証を残
すよう国に意見書を提出してください。

提出者：新日本婦人の会鳥取県本部

　現行の保険証が廃止された後も使用可能な猶予期
間があり、マイナ保険証以外にもマイナンバーカー
ドを取得していない方や健康保険証の利用登録をし
ていない方には、資格確認書により保険診療は可能
である。

採択結果案　　件

不採択

審 査 意 見 （ 要 旨 ）

　　　岡本健三議員
　マイナ保険証は子どもや高齢者などの弱者が使い
づらいものとなっている。また、医療機関でのマイ
ナ保険証のトラブルが多発している。　（荒金、岡本）

賛成 　　　櫃田洋一議員
　マイナ保険証のトラブルは発生しているが、国は
随時対策を講じている。行政の効率化とDX推進はす
べきである。　（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

反対

　「持続可能な学校の実現をめざす」実効性ある
学校の働き方改革、長時間労働是正を求める意見
書採択の陳情について

提出者：鳥取県高等学校教職員組合西部支部

　陳情書は意見書採択であり、意見書(案)でないた
め陳情4項目すべて同意しなければならない。審査の
中で4項目すべて同意すべきとの少数意見があった。

不採択

　　　岡本健三議員
　教職負担軽減のため国は具体的業務削減策を示す
べきであり、過労死ラインの月80時間残業という過
酷な勤務実態を改善するための法整備も必要であ
る。　（荒金、岡本）

賛成 　　　岩﨑昭男議員
　意見書発議を求められた4項目について、教育委
員会から日南町の実態を聞き取った上での判断であ
る。
　（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

反対

　訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上
げの再改定を早急に行うことを求める請願書

提出者：鳥取県社会保障推進協議会

　訪問介護報酬の引き下げは、小規模事業者の経営
に影響を与えているという意見もあるが、訪問介護
の基本報酬の引き下げは利益率が全介護サービスの
平均を上回っているなど、他の介護サービスと整合
性を取るため実施している。

不採択

　　　荒金敏江議員
　利益率が高いのは集合住宅併設型や都市部の大手
事業者である。多くの訪問介護事業者は赤字で倒産
に追い込まれる状況である。訪問介護費引き下げは
撤回すべきである。　（荒金、岡本）

賛成 　　　荒木　博議員
　訪問介護基本報酬の引き下げは令和5年度介護事
業経営実態調査の結果、訪問介護事業者の利益率が
他の介護サービスと比較して高い利益率であったこ
とに基づいている。　（高橋、荒木、岩﨑、大西、櫃田、近藤）

反対

補
正
予
算

令
和
６
年
度

櫃田洋一 議員

問問 “見える”魅力発信を

答答 前向きに検討する

町
内
に
魅
力
的
な
場
所

も
多
く
、
訪
問
者
が
さ

ら
に
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
写
真
映
え
す
る
看
板
設
置

の
必
要
を
感
じ
る
が
。

看
板
ひ
と
つ
に
し
て
も

名
称
、
場
所
等
工
夫
の

必
要
性
が
あ
る
の
で
勉
強
し

な
が
ら
挑
戦
す
る
。

日
南
町
全
体
の
観
光
ボ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
方
が
良
い
の

で
は
。町

外
か
ら
来
ら
れ
る
方

の
イ
メ
ー
ジ
作
り
が
大

切
で
あ
る
。
設
置
場
所
等
も

含
め
て
考
え
る
。
P
R
に
繋

が
る
の
で
前
向
き
に
検
討
す

る
。

問問

観光地で写真映えするオブジェ

　各議員40分の質問持ち時間（答弁時間は含まない）で、

町長や教育長に町政全般について１対１でただします。

一般質問
質問者 ページ質問事項

櫃 田 洋 一

近 藤 仁 志

大 西 　 保

荒 金 敏 江

岩 﨑 昭 男

岡 本 健 三

高 橋 洋 志

　　   ひつだ　 よういち

　　   こんどう　ひとし

　　   おおにし　    たもつ

　　  あらかね　 としえ

　　  いわさき　 あきお

　　 おかもと　 けんぞう

　　  たかはし　  ひろし

９
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1 1

1 2

町政の
ここが

聞きた
い

各 議 員 のＱＲ
コードで一般
質 問 の You-
Tube 動画を
ご視聴いただ
けます。

　町
有
遊
休
不
動
産

検
討
状
況
と
今
後
の
管

理
は
。

・旧
木
下
家

・お
お
く
さ
荘

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
検
討
。

・か
す
み
荘

中
心
地
機
整
備
構
想
と
併
せ

て
活
用
を
検
討
。

・旧
福
栄
小
学
校

解
体
予
定
。

・旧
花
口
分
校

R
７
解
体
予
定
。

・フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

・三
本
松
農
場

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
活
用
提

案
を
受
け
て
お
り
、
審
査
会

を
行
い
検
討
す
る
。

町
長

問町
長

町
長

動画はこちら

日南町の魅力発信　　町有遊休不動産

台湾でのトップセールス

地域の持続的発展

女性議会を振り返って

新病院方針決定時期　　子育て支援センター

外国人材雇用　　　　　オロチへの修繕費

中学生ピロリ菌検査　　介護人材不足対策

自衛隊の車両展示

デジタル推進

地域コミュニティ

ごみの減量化とリサイクル　　有機農業・有機給食

鳥獣対策　　被爆アオギリと非核平和の町宣言

林業アカデミーの運営状況　　子育て環境

小水力発電

９ にちなん議会だより　令和７年１月発行　No.178
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問問 中心地への集中に不安を感じる声がある

答答 地域の課題や声も反映させる

大西　保 議員

近藤仁志 議員

問問 新病院計画方針決定は３月末か

答答 さらに６ヶ月延期して９月となる

当
初
10
月
で
あ
っ
た
が
、

年
度
内
の
３
月
末
ま
で

と
延
長
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
説
明

及
び
町
民
か
ら
の
意
見
を
聞

か
れ
た
後
の
町
長
の
考
え
は
。

色
々
な
課
題
に
対
し
見

切
り
発
車
で
き
な
い
た

め
、
さ
ら
に
６
ヶ
月
延
長
し

令
和
７
年
９
月
と
な
る
。

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

場
所
が
、
小
学
校
か
ら

セ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
の
は
な

ぜ
か
。

校
内
で
あ
る
と
教
職

員
に
負
担
が
か
か
る

か
ら
で
あ
る
。

学
校
か
ら
の
移
動
中
の

危
険
回
避
、
セ
ン
タ
ー

の
狭
さ
を
考
慮
し
、
学
校
に

戻
し
て
は
ど
う
か
。

対
策
案
の
一
つ
と
し
て

考
え
る
。

　外
国
人
材
雇
用

病
院
内
定
２
名
の
２

年
間
の
研
修
先
は
ど

こ
か
。

問問問問 町
長

町
長

教
育
長

安
来
市
の
大
阪
健
康

福
祉
短
大
で
あ
る
。

病
院
就
労
ま
で
の
３

年
間
の
補
助
金
総
額

は
。

約
８
０
０
万
円
程
度
。

　オ
ロ
チ
へ
の
補
助
金

　

町
と
オ
ロ
チ
と
の
町

有
財
産
管
理
委
託
契

約
書
で
は
オ
ロ
チ
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
の

修
繕
費
は
。

４
８
９
万
円
。

修
繕
費
の
契
約
変
更

が
、
令
和
６
年
４
月

に
さ
れ
て
い
る
。
議
会
へ
の

報
告
義
務
は
な
い
の
か
。

報
告
の
必
要
は
な
い
。

問問問

動画はこちら

動画はこちら

地
域
か
ら
一
極
集
中
が

進
み
、
「
取
り
残
さ
れ

そ
う
だ
」
「
忘
れ
ら
れ
る
」

と
声
を
聞
く
、
そ
ん
な
声
に

対
す
る
考
え
は
。

中
心
地
域
の
発
展
だ
け

で
は
、
地
域
全
体
の
幸

福
度
を
高
め
ら
れ
な
い
。
地

域
の
課
題
や
声
を
反
映
さ
せ

取
り
組
む
。

地
域
格
差
の
一
つ
に
早

朝
の
通
学
が
あ
る
。
学

校
の
始
業
時
間
を
遅
ら
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

以
前
か
ら
要
望
は
あ
っ

た
。
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
が
総
合
的
判

断
が
求
め
ら
れ
る
。

 

女
性
議
会
を
振
り
返
っ
て

子
育
て
世
代
の
、
隙
間

時
間
で
も
働
け
る
環
境

問問問 町
長

町
長

リサイクルしたエコバッグと固形燃料

づ
く
り
は
。

仕
事
を
し
た
い
人
と

頼
み
た
い
人
を
繋
ぐ

L
I
N
E
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ

ト
「
日
南
お
仕
事
バ
ン
ク
」

を
活
用
し
て
欲
し
い
。

ゴ
ミ
を
分
別
し
再
資

源
化
さ
れ
た
も
の
の

利
用
方
法
は
。

例
と
し
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
繊
維
化
さ
れ
、

軟
プ
ラ
や
布
類
は
R
P
F(

固

形
燃
料)

の
原
料
に
な
っ
て
い

る
。

可
燃
ゴ
ミ
減
量
大
作

戦
の
意
義
は
。

可
燃
ご
み
の
中
に
有

価
物
で
あ
る
古
紙
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
古
紙

の
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
で

売
却
収
入
は
増
え
る
。

問問
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(株)オロチの木材加工施設

町
長

町
長

病
院
事
業

管
理
者

農
林
課
長

町
長

町
長

町
長

荒金敏江 議員

問問 中学生のピロリ菌検査を実施すべき

答答 関係機関等と連携し、調査・研究したい

幼
少
期
に
ピ
ロ
リ
菌
に

感
染
し
胃
炎
が
あ
る
程

度
進
ん
で
か
ら
の
ピ
ロ
リ
菌

除
菌
で
は
、
胃
が
ん
を
予
防

で
き
な
い
。

「
若
い
世
代
で
の
ピ
ロ
リ
菌

検
査
・
除
菌
が
必
要
だ
」
と
、

学
会
は
中
学
生
で
の
検
査
を

推
奨
し
て
い
る
。
実
施
す
べ

き
で
は
。

日
野
町
で
も
実
施
し
て

い
る
が
、
国
の
推
奨
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
調
査
・

研
究
し
た
い
。

　
自
衛
隊
車
両
展
示

ふ
る
里
ま
つ
り
で
の
自

衛
隊
車
両
展
示
、
特
に

戦
闘
用
の
軽
装
甲
機
動
車
展

示
は
不
適
切
で
は
。

人
の
運
搬
用
車
両
に

変
更
し
て
い
る
。

農
業
・
建
設
業
・
医

療
・
介
護
・
公
共
交

通
・
除
雪
車
等
「
町
内
で
働

く
車
」
の
展
示
は
ど
う
か
。

検
討
す
る
。

問問

岩﨑昭男 議員

問問 今後の情報化推進計画の推進は

答答 地方創生総合戦略に統合し推進していく

情
報
化
推
進
計
画
が
第

３
期
地
方
創
生
総
合
戦

略
に
統
合
さ
れ
る
方
針
が
示

さ
れ
た
が
、
そ
の
経
緯
は
。

国
の
国
家
総
合
戦
略
の

方
針
を
受
け
、
第
３
期

総
合
戦
略
に
統
合
す
る
こ
と

を
決
定
。
７
月
の
第
３
者
評

価
委
員
会
で
方
針
に
つ
い
て

説
明
、
承
認
を
い
た
だ
い
た
。

『
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

活
用
し
た
暮
ら
し
の
実

証
事
業
』
は
令
和
７
年
度
の

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
を
活
用
し
、
全
町

へ
の
環
境
構
築
を
目
指
す
計

画
で
あ
る
が
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

実
証
実
験
に
参
加
さ
れ

た
方
か
ら
の
意
見
を
も

と
に
改
善
や
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
を
追
加
し
、
令
和
８
年
度

に
交
付
金
を
申
請
し
本
格
運

用
す
る
予
定
。

実
証
実
験
ア
プ
リ
で
町

営
バ
ス
運
行
状
況
の
確

認
が
で
き
る
が
実
用
的
で
な

い
。
ま
た
、
リ
モ
コ
ン
の
使

い
勝
手
が
悪
い
。
改
良
す
べ

き
で
は
。

問問問 町
長

町
長

利
用
者
か
ら
の
様
々
な

声
を
拾
い
上
げ
、
使
い

勝
手
の
良
い
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

来
年
度
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
は
設
立
20
周
年

を
迎
え
る
。
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
在
り
方
を
考
え
る
良

い
機
会
と
し
て
、
記
念
事
業

な
ど
を
計
画
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

ま
ち
の
未
来
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
宣

言
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
も
計
画

す
る
。

町
長問町

長

　
介
護
人
材
不
足
対
策

日
南
福
祉
会
で
は
職
員

が
確
保
で
き
ず
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
十
分
提
供
で
き

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
介
護
保
険
の
保
健
福
祉
事

業
と
し
て
、
介
護
人
材
の
確

保
対
策
を
取
り
組
め
な
い
か
。

実
施
に
は
更
な
る
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

介
護
給
付
準
備
基
金
の

活
用
も
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

有
効
な
活
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

町
長

町
長

副
町
長

問

問

動画はこちら

動画はこちら

一般質問
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問町
長

町
長

普及の鍵となる『つながるアプリ』



高橋洋志 議員

問問 ごみ処理で進める取組みは

　　　
答答

答答

雑紙の分別と生ごみの自家処理を進める

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

80
％
超
の
徳
島
県
上
勝

町
の
取
組
み
を
踏
ま
え
、
日

南
町
で
で
き
る
取
り
組
み
は

何
か
。雑

紙
の
分
別
の
強
化
と
、

生
ご
み
の
自
家
処
理
の

推
進
に
取
り
組
む
。

分
別
を
徹
底
し
て
可
燃

ご
み
を
減
ら
せ
ば
、
西

部
広
域
行
政
管
理
組
合
が
計

画
し
て
い
る
大
規
模
な
焼
却

施
設
は
必
要
な
い
の
で
は
。

人
口
減
少
と
リ
サ
イ
ク

ル
率
の
向
上
で
施
設
の

規
模
を
小
さ
く
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。

問問

上勝町の旅館の生ごみ処理機

再稼働した新石見小水力発電所

岡本健三 議員

問問 林業アカデミーの町内就職状況は

町内就職者数は14人

開
校
か
ら
の
卒
業
生
数

及
び
町
内
就
職
者
数
の

状
況
は
。

令
和
元
年
か
ら
５
年

度
ま
で
の
卒
業
生
は

49
人
、
う
ち
町
内
就
職
者
数

は
14
人
。

他
町
か
ら
の
学
生
の
住

ま
い
に
つ
い
て
、
学
生

寮
及
び
専
用
町
営
住
宅
も
あ

っ
て
良
い
と
考
え
る
が
。

来
年
度
事
業
で
町
有

遊
休
施
設
を
改
装
し

12
戸
を
確
保
す
る
よ
う
考
え

て
い
る
。

　子
育
て
環
境
に
つ
い
て

高
校
生
の
通
学
に
つ
い

て
子
育
て
世
帯
の
負
担

が
大
き
い
の
で
は
、
特
に
帰

問問問 町
長

町
長

宅
時
の
町
営
バ
ス
の
運
行
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
29
年
に
19
時
台

の
運
行
は
廃
止
し
て

い
る
。
今
後
、
利
用
者
か
ら

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　小
水
力
発
電
に
つ
い
て

現
有
発
電
所
で
何
世
帯

分
の
電
力
を
供
給
で
き

て
い
る
か
。

１
０
５
０
世
帯
分
の

発
電
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
用
水
路
を
活
用
し

た
発
電
所
を
建
設
し
て

は
。

具
体
的
な
検
討
し
て

い
る
案
件
は
な
い
が

参
考
意
見
と
す
る
。

住
民
課
長

問問

　有
機
農
業
・
有
機
給
食

食
料
自
給
率
を
軽
視
す

る
国
の
政
策
は
お
か
し

く
な
い
か
。

自
給
率
の
向
上
は
大

切
で
あ
る
。
全
国
町

村
会
で
も
要
望
し
て
い
る
。

有
機
農
業
を
広
げ
る
に

は
農
協
の
協
力
が
必
要

で
は
。

具
体
的
な
タ
イ
ア
ッ

プ
は
で
き
て
い
な
い

が
、
農
協
も
有
機
農
業
に
参

画
し
て
い
る
。

　鳥
獣
対
策

捕
獲
奨
励
金
を
増
額
す

る
と
と
も
に
、
季
節
や

狩
猟
経
験
に
よ
ら
な
い
金
額

と
し
て
は
。

来
年
度
は
季
節
や
狩

猟
経
験
に
よ
ら
な
い

奨
励
金
体
系
を
検
討
す
る
。

　非
核
平
和
の
町
宣
言

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

宣
言
の
ペ
ー
ジ
を
作
っ

て
は
。表

現
を
工
夫
し
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問問問問

動画はこちら

動画はこちら

一般質問
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町
長

町
長

農
林
課
長

ざつがみ

ざ
つ
が
み

総務教育常任委員会 10月10日、12月12日 開催
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委員会報告

　平成14年議員発議で条例化され、令和7年3月

31日に効力を失う。交付状況（3年間）及び課題

について調査を行った。

●結婚祝金５件、出産祝金39件、定住奨励金54

　件、同居奨励金11件、住宅補助金3件

●課題として、住宅補助金については、住宅改

　修制度と補助率も似通っているので、事業の

　統合・整理を検討する必要がある。

新石見小水力発電所
（環境エネルギー課）

　運営状況と今後の計画について調査を行った。

●売電目標額（年間）・・・・・・1200万円

●借入電気事業債・・・・償還残高4561万円

●６年度工事予定・・・・・予算額2000万円

●維持管理費 ・・・・・・・年間約400万円

問　計画当初の発電量に対し、実績は半分程度

　　である。今後この事業の在り方を判断する

　　ために、収支試算表の提出を求める。

答　現在精査中なので早急に提出する。

問　今後の修繕工事予定は。

答　今年度は、水路橋・分水ゲート等を行う。

日南町いきいき定住促進条例
（地域づくり推進課）

　交付状況及び課題について調査を行った。

●令和5年度96件、助成額 約1100万円

　令和6年度64件、助成額 約  900万円

●課題として、6年度から商品券とたったもポイ

　ントの選択制により事務が煩雑になっている。

日南町住宅改修助成条例
（環境エネルギー課）

小中学校視察（教育委員会）

　小学校・中学校の校舎見学、授業参観、学校長

より学校経営や児童生徒の様子について説明受

け、意見交換を行い学校運営状況を調査した。

●出席者
　小中学校校長、教頭、教育委員会

●校舎見学
　小学校では2代目のペッパーくんが配置され

　ていた。中学校では3階の廊下の床が傷んで

　いた。

　中学校生徒会執行部との意見交換における要

　望事項4項目を確認した。

●授業参観
　小中学校ともタブレットを使いながら楽しく

　又整然と授業を受けている姿がみられた。

　英語の授業では、先生とＡＬＴが連携し生徒

　をフォローしていた。

●状況説明
　中学校は、女子バレー部が十数年ぶりに県大

　会出場、文化祭で1年生が日南神楽を舞う。生

　徒会長選挙2名が立候補し立派な主張をしていた。

●意見交換

議員　ＰＳＰ教室はどのようなことをする教室

　　なのか。

先生　パーフェクト・スクール・プロジェクト

　　の略で、3年前から5、6年生全員で学校の

　　課題を解決する目的の組織である。

　　「廊下は歩こう」「かばんを整頓しよう」

　　と自主的に行い、「シアトル交流集会」

　　「ハロウィン集会」など全校を盛り上げる

　　活動をしていて全校児童も先生も楽しい学

　　校生活を送っている。

課
題
解
決
の
た
め
児
童
同
士
で

話
し
合
う

発電量と売電額の当初目標と令和5年度実績の比較表

当初計画

61kWh

1800万円

34kWh

1281万円

計画比

56%

71%

発電量

売電額

令和5年度
実績



経済福祉常任委員会
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委員会報告

　農業生産や農作物の加工に必要な機械・施設

等の導入に要する費用の一部を助成。

（補助率：１/３　　交付限度額：　５０万円）

　令和７年３月末に期限を迎える制度について

報告を受け、交付状況と今後の課題について調

査した。

問　小規模農家に対する県の補助金はないの

　　か。

答　認定農業者ではない中山間地域の補助金も

　　あるが、５haくらいの面積がないと活用が

　　難しい。

問　１ha以上の作付という条件だが、３年後に

　　１ha以上になればよいのか。

答　計画で１haになればよい。実績は次の申請

　　が出そうなときに確認している。

意欲ある農業者支援条例（農林課）

　最近のトンネル建設工事の施工方法や安全管理・

脱炭素・廃棄物処理・防災減災の取り組みについて

調査した。

　国道183号線は、山陰と山陽をつなぐ重要な幹線

道路である。特に冬期間の交通の安全と物流を確保

するためにも進捗が急がれる。

・工事用電力は、再生可能エネルギー由来の電力を

　使用。

・工事用照明は、全てLEDを使用。

・トンネル全長3475ｍのうち南地区（広島県側）

　1737ｍを施工する東急建設(株)の現場を視察。

●普段は立ち入れない施工中のトンネルを視察するこ
とができ、最新技術と安全管理状況を把握した。

鍵掛峠トンネル南工事視察（建設課）

10月10日、12月12日 開催

●条件については、様々な意見や考え方があり年度末までに引き続き議論し決定することとした。

問　１haは良くて90aはどうなのか。

答　１ha以上の農地を所有していて規模拡大さ

　　れている方もいるし、１haの現状をしっか

　　り維持している方も含まれる。

問　農地を守るという意味では50aも１haも同

　　じで、規模拡大は不必要ではないか。

答　一定規模で１haであり、２haでは対象とな

　　る農家の数がかなり限られる。３年で１ha

　　以上の営農計画を立てて頑張っていただけ

　　る方が大原則。

これまでの事業実績
年度

令和２

令和３

令和４

令和５

事業費

1119万円

972万円

254万円

633万円

補助金

320万円

228万円

83万円

211万円

件数

12

8

2

8

広島県側のトンネル工事

中心地域及び住宅政策調査特別委員会 12月13日開催

委員会報告

15 にちなん議会だより　令和７年１月発行　No.178

病院関係、中心地域整備等を踏まえた町の財政見通し（案）
（町長、総務課、地域づくり推進課、まち未来創造課、日南病院）

　病院建設基本計画の遅れに対し、町長の出席を求め、財政面を中心に調査した。町長より基本構想

の60床〜75床規模での新築は困難と認識し、他病院との連携や規模、機能の見直しをするため、再度

スケジュールを変更する旨の説明を受けた。

答

日南病院建設を含めた大型事業の
総事業費は最大68億円 日南病院建設事業費は30億円を想定

その他の公共投資は38億円を想定

　大型事業の総事業費は、再算定により68億円

を上限とすることとなった。その内訳として、

日南病院建設費は30億円を上限とし、その他公

共投資は38億円が上限となった。

　令和6年6月14日に開催した当委員会で報告

のあった約40億円～60億円規模の病院建設概算

事業費だが、町による財政推計の再算定により

約30億円を上限とすることとなった。事業費の

見直しを行う必要がある。

　今後、町民意見を踏まえ病床機能、医療連

携、建設費用、収支シミュレーションなど基本

計画を練り直し、方針決定につなげるため、大

幅なスケジュールの変更となった。

　その他の公共投資として、中心地整備計画と

町内地域とで想定される事業費は38億円を上限

とし、国費、県費など有利な財源を確保して、

優先順位をつけながら具体的に検討を進める。

問

答

問

答

問

　　事業執行は財政推計を分析した上で行う

　　べきで、今の段階で出るのは遅い。

　 財源を含め住民理解が深まっていないので　

　　スケジュールの変更をする。

　　R10年11年に基金残高が大幅に減るが。

　　病院建設費30億のうち、起債10億、病院資

　　産5億、基金15億で計画しているため。

　　基本構想から大きく外れることで生じる住

　　民サービスの限界も同時に説明すべき。

　　地域医療の体制づくりや総合診療医の役割

　　など変化も踏まえて説明する。

●令和7年9月に日南病院基本計画。8年実施計画。
　9年詳細設計を経て、12年開院にスケジュール
　の変更が示された。予定通り事業執行がされるか
　注視する必要がある。

再算定された総事業費とその内訳

当初の病院建設

概算事業費は

※病床数を60 床～ 75 床で検討

約 40～60億円

の金額を想定

再算定の

結果

日南病院建設事業費は

億円3030

38
68 億円

億円

☞中心地域整備計画

など

☞町内地域

など

 日南病院建設付帯工事

 みんなが楽しめる公園整備

 子育て世代定住促進住宅整備

 林業アカデミー拠点整備

 生山駅周辺賑わい再生事業

 上下水道設備更新

 地域振興センター改修工事

 公共交通の再整備

 介護人材育成拠点整備

 子育て世帯住み替え支援

億円
程　度
18

億円
程　度
20

を上限



●個人版ふるさと納税（4/1～9/30）

・納税額967万円、前年同期比17万円減。

・納税件数405件、前年同期比78件増。

・新規返礼品のモチ米やコシヒカリの人気が高

　い。

●企業版ふるさと納税（4/1～10/25）

・8件、452万円。既に前年度の年間納税額と同

　等である。引き続き取り組みを強める。

　　今後の取組みは。

　　体験型の事業を検討中である。

　　返礼品に町と関係ない蟹があるが。

　　県の統一返礼品であり、町を知ってもらう

　　第一弾として取り組んでいる。

全員協議会全員協議会 10月29日、11月21日、12月13日 開催
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全員協議会

●目的：①固定医師（日野郡で同じ者２人を想定）

　とし、かかりつけ機能の充実をはかる。

　②３年契約とし小児医療の安定性を確保する。

●委託契約の内容
・派遣日数：日野病院週３日、日南病院週２日

・乳幼児健診、学校医など地域保健活動

・総合診療医、内科医との連携強化など

　　病児・病後児保育との連携は。

　　総合診療医が小児科の対応をすると病院内で

　　合意を得た上で、連携を協議していく。

　　年棒上限2100万円の精算の方法は。

　　人件費、研究活動費、旅費などの実績による。

問

答

問

答

鳥取県文化振興財団との協定（教育課） 小児科医の確保（日南病院）
●経緯：R5年度、県文化振興財団が各市町村

　へ連携事業について説明。R6年７月、県町

　村会で再度説明があり、町長が検討を指示。

●県内町村の連携協定
・江府町は町政70周年記念コンサートへ向け

　R5年に連携協定を締結した。

・琴浦町は合唱フェスティバル、音楽公演を連

　携事業として実施し、R6年秋に協定を締結した。

●協定締結のメリット
・財　団：実演芸術の普及・拡大、アーティスト

　　　　　の活躍場の確保など

・日南町：町単独ではできない公演の開催、施設

　　　　  利用の拡大など

●概要：魅力的な農林業の創造のためPUMA.AT

　WORK.ブランドを展開する㈱ユニーワールド

　（本社・和歌山県）と連携協定を締結し、林業用

　防護服の新規開発などに取り組んでいく。

●内容：①農林業の振興・雇用創出

　　　　②災害時の相互協力、③その他

　　協定締結の経緯は。

答　ツールジャパン2023で農林業研修生や林業

　　アカデミーに共感してもらい締結に至った。

　　２次避難先の協定はいくつあるか。

　　現時点で21協定ある。内自治体は新見市、庄

　　原市、安来市、鳥取県、日野郡３町など。

問

答

問

答

問

答

答

問

ふるさと納税の状況（総務課） ユニワールドとの協定（まち未来創造課）

遊休不動産サウンディング調査の実施状況（総務課）

　　施設計画、個別計画との関連は。

　　計画を見直し、より良いものにしていく。

●令和6年度の動き：活用について三本松農場１

　件、フラワーセンター２件の提案があった。

　２月ごろ審査会を開催した後、詳細を協議する。

●令和７年度の取組み：旧花口分校は解体撤去を

　検討。町全体の遊休資産を対象にツアー第２

　弾を計画。ガイドラインを制定する。

　　提案があったバイオマス発電の詳細は。

　　町内の木材の木質チップを活用した小規模

　　なもの。防火設備などの詳細資料を求めている。

　　森林組合ではどんな検討をしているか。

　　勉強会を開催し、チップ供給などについて

　　町内事業者と情報交換している。

問

問

答

問

答

答

（※） ※サウンディング調査とは
町有地の有効活用について民間事業者と
意見交換し、提案を求めること。

県外で移動中のバイオマス発電プラント

意見交換会
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声
を
聞
く

　
議
会
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
議
員
が
３
班
に

分
か
れ
て
各
種
団
体
、
組
織
な
ど
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
、

日
南
中
学
校
執
行
部
、
白
百
合
会
、
多
里
ま
ち

協
、
農
業
研
修
生
・
卒
業
生
の
計
５
つ
の
団
体
・

組
織
の
方
と
意
見
交
換
し
、
広
い
世
代
の
ご
意
見

カンガルークラブ 7月22日開催

移住者への案内の充実 こども園の絵本を新しく

意見
●子どもの年齢ごとに遊具を分けた
　ような公園が欲しい。
●町外から人を呼ぶような大規模な
　ものでなく、町内の公園難民の
　子どもが遊べるものが欲しい。
回答
●伯耆町の総合運動公園 (B&G)
　のチビッコ広場や赤碕の通称タコ
　公園、大山町の仁王堂公園などの
　イメージだと理解した。
●自由に手に取って遊べる遊具があ
　り、親同志が交流できる場所を作り
　たい。時間にとらわれず集まれる、
　家に遊びに行く感覚の場があれば
　よい。

意見
●引っ越してきたときに、子育てに
　関する細かい情報を得る機会が
　ない。
●ごみの分別方法など、引っ越して
　きて最初の案内が不足している。
回答
●移住してきた人への最初の説
　明が十分でない。日南町は広い
　ので、地域差がないように対応
　する必要があると考える。

産後ケアを充実させて欲しい
意見
●産後ケア事業を充実させてもらえないか。アウトリーチ（自宅への訪
　問）でなく、親も子もそれぞれゆっくり過ごせる施設を利用したい。
回答
●要望を受け、令和６年11月から新たに３つの施設(鎌谷マタニティ
　クリニック、産前産後ケアハウスはぐはぐ、すくすく助産院)と契約
　し、デイケア、ショートステイなどの事業を開始している。しかし、
　県西部では施設の数や人員が不足しており、どのようにサービス
　を広げていくかが今後の課題である。

意見
●こども園の絵本について、子
　どもが借りて帰る絵本の状
　態が非常に悪い。新しいきれ
　いなものへ買い替えることは
　できないか。
回答
●順次新しい絵本へと買い替
　えを進めている。
　・令和５年度 : 121冊
　・令和６年度 : 129冊

赤碕のタコ公園（琴浦町ホー
ムページより）

カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ

飯
塚

　愛
香 

さ
ん

　日頃から、子育て当事者
が孤立

しないことが大切だと感じ
ていま

す。今回現場の声を直にお
伝えす

ることができ、新たな産後
ケア事

業のスタートに結びついて
良かっ

たです。

参加者の感想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
執
行
部
へ
意
見
を
届

け
、
そ
の
一
部
は
既
に
実
現
へ
向
け
動
き
出
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
意
見
交
換
を
通
じ
て
議
会
を
身
近
で

役
立
つ
も
の
と
感
じ
て
い
た
だ
く
の
が
私
た
ち
議

員
の
願
い
で
す
。
（
回
答
は
議
員
個
人
の
考
え
で
す
）

遊具のある公園が欲しい

い
い
づ
か

　

 

あ
い
か

議
会
を
身
近
に
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意見交換会

多里まちづくり推進協議会８月９日開催

再エネ活用を進めて 女性議会への疑問・提言

意見
●若松鉱山はこのままの状態では朽ちていくのが目に見えている。
　なるべく早く手を打つべきである。
回答
●増原町長のときに屋根の改修をした。産業遺産であり、当時のも
　のを変えると良くない。
●産業遺産学会に参加して貴重な施設だと思った。どのような形で
　残したいのか、関係者に計画を示してもらわないと判断できない。
●他人の土地に他人の建物がありそれを第三者が保存するのはお
　かしい。所有権移転を検討すべき。
●お金をかけて昔に戻す、写真で残す、など色々な残し方の内どれ
　を選ぶか早く決めるべき。

意見
●小水力発電をもっと広げることはで
　きないか。
●林地残材などを活用し、病院の入浴
　や暖房などのエネルギー源として使
　えないか。
回答
●小水力は今のところ広げる予定は
　ない。一番効率が良いのは石見東
　太陽光発電所で、900万円を病院
　事業会計へ繰り入れている。
●加賀市に、バイオマス発電の蒸気
　を３度活用し冷暖房もする施設が
　あり、勉強する価値がある。

日南病院がもっと利用されるように
意見
●必要なのは建物でなく良い医者である。
●どんなことでもよいから意見を言ってください、と
　の場をつくらないと意見はでない。
●日野病院は建物が新しくなったからでなく、医大に
　つなげてもらえる安心感があるから日南町民含め
　多くの人が利用する。
●毎日整形外科があると良い。
●なぜ午後の外来がないのか。短い午前の外来に
　人が集中する。

意見
●女性の意見を聞きたければ、議
　会でなくいろんなところで話を聞
　けばよい。
●町長の答弁は分かりにくい。女
　性議会ではなく、むしろ執行部が
　質問し、町長役の女性が答える
　会にしては。
●女性議会の試みから実際に議員
　が生まれているのか。
回答
●議場で町長に直接質問してもら
　うのが良い。女性だけでなく青年
　議会などもしたい。
●市民運動から女性議会を経て議
　員になった方もいる。

　年齢に応じた遊びの意
味

や必要な遊びについて乳
幼

児検診の際に親とよく話し
、

親育ちを助けて欲しいです
。

　また、母親がしんどい
と

き、すぐに援助を頼める仕
組

みがあると良いと思います
。

参加者の感想

若松鉱山を保存するため早く手を打つべき

荒廃が進む若松鉱山

●新院長はどんな病院を望んでいるのか。
●複合的な健康寿命を延ばす施設を造っては。
回答
●良い医者は大切。病院もそのために東奔西走し
　ている。良い医者が来るための環境も必要。日
　野病院も新しい建物になって患者が増えた。
●整形外科医は独立して開業されることが多いの
　で、医師の確保が難しい。
●院長は総合診療を重視している。
●複合施設をもつ南部町は運営に苦労している。

意見交換会
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実現してほしいこと

日南中学校生徒会執行部 6月27日開催

意見
●ロッカーに教材が入りきらない。扉のあるものがほしい。
●カーテンが古い。遮光カーテンにしてほしい。
●食堂脇のトイレの改修。
●コンピューター室のパソコンは古く、Wi-Fi がつながらない。変
　えてほしい。
●部活動が限られている。バスケットボール部や生物クラブなど、
　作ってほしい。
回答
●部活動については、生徒さんの熱意で校長先生にアピール、交渉
　していただきたい。

残念だったこと
意見
●松江エキスカーション(体験型観光)
　で学んだことを発表したが、プレ
　ゼン資料にクイズをいれた事がマ
　イナス評価になった。
　楽しませる事が大事だと思いクイズ
　を入れたので、納得できなかった。
回答
●クイズの評価も、多様な考え方が
　ある。機会があればプレゼンをき
　かせてほしい。

会
で
話
し
合
っ
て
い
る
課
題

白百合会 9月7日開催

意見
●人口減少が見込まれる中で大きな病院建設
　が必要か。
●病院はなくさないでほしい。
●空き家になった家の周りや農地の草刈りが
　できず困っている。地域住民も高齢で対応
　できない。
●ごみの分別が難しい。
●中心地の整備を進めると、周辺地域での生
　活がしにくくならないか。
回答
●中心地域整備構想は、中心地に公共施設等
　をまとめ、住んでいる地域を充実した公共交
　通で結ぶ構想です。
●話し合っている課題を女性議会で質問してほ
　しい。

参加者の感想

　３人の議員さんとの懇談
会は、気軽

に話せたので、その後の白
百合会でも

また話ができました。
　他の地域や団体でも開

催されたら

いいと思いました。

参
加
者
の
感
想

　議員のみなさんと話をす
るこ

とはなかなかないので、と
ても

良い機会となりました。

　自分たちの学校をさらに
より

良くするための提案を伝え
るこ

とができました。

　今回話しあったことが、
日南

町の町づくりに生かされる
とう

れしいです。

　自分たちの学校について
し

っかりと考えることができ
、そ

こで出た案を議員のみなさ
ん

に伝えることができて、とて
も

貴重な機会になりました。

　意見交換での提案が、よ
り

良い日南中学校になる一歩
に

なればいいと思います。
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新規就農者・農業研修生

生活環境 農業研修生制度

12日3日開催

意見
●夫婦と子どもの3人で生活しているが、すぐに住
　める小家族向けの住宅がなく、家探しに非常に苦
　労した。
●現状ではコンビニやネットを利用して買い物をし
　ているが、高齢になったときの生活に不安を感じ
　る。
●酪農は朝夕の作業が中心のため、保育園への送
　迎が大変なので、子どもの送迎を支援していただ
　ける方がいらっしゃると非常に助かる。
回答
●小家族向けの即入居可能な住宅政策を提言したい。
●移動販売などの買い物支援サービスやドア・ツー・
　ドアの町営バスによりお出かけの支援をしている。
●子育て世帯を支援するため、ファミリーサポートセ
　ンターを設置しているのでご活用ください。

意見
●農業研修生には通学はもとより生活でも軽トラッ
　ク等が必要である。車のリースなどの支援があれ
　ば良い。
●独立就農者は、研修2年目の10月頃には就農計
　画、機械設備の補助事業申請などの事務作業が
　あり、トマト自作研修と重なり苦労する。独立就農
　者と新規雇用就農者の研修カリキュラムを分けれ
　ばより効果的である。
●就農計画書作成や青色申告方法など親身になっ
　てアドバイスをいただきたい。
回答
●軽トラック取得についても支援策を検討すべき。
●就農計画などは農業経営の基本となる計画であ
　る。研修生が理解し責任をもった経営ができるた
　めの指導体制と内容の強化が必要である。

冬季の収入確保
意見
●道路の除雪作業で副収入を見込んでいるが、暖冬で積雪
　が少ない場合など、収入が安定しない。
●農作物の営業活動に熱心に取り組んでいる方もいる。
●新たな学びやリフレッシュのための自由な時間と考えれ
　ば、逆に魅力的だと感じる。そのため農業を選んだ。
回答
●農業者それぞれの思いやライフスタイルに基づき、地域
　に合った農業の形を実現していただきたい。

就農後の問題と対策
意見
●新たな農業機械や設備を導入する場合、農地の経営面積を拡大しなけ
　れば補助事業を活用できない。補助事業要件の緩和を望む。
●昨今の高温化により米子や境港地域では夏ネギが作りにくい状況となっ
　ている。県西部の通年の安定した白ネギ出荷を維持するためには日南町
　で夏ネギの生産量を増やす必要がある。
●今年、高温化の影響によりトマトの裂果が発生し生産量が激減した地域
　があった。遮光シートなど高温対策への支援を望む。
回答
●農業関係補助事業は地域性、耕作面積、栽培作物などにより、より実
　態に合致した実効性のある支援制度として組み立てるべきと考える。
●地域ブランド維持発展のためには、気候変動による高温化への対応策を
　生産者・農協・行政など関係機関において検討が必要である。

松本恭平さん

参加者の感想

　
生
活
や
農
業
の
課
題
と
可
能
性
に
つ
い

て
様
々
な
発
言
が
あ
り
有
意
義
な
会
で
し

た
。今
後
も
こ
の
よ
う
な
会
が
開
催
で
き
た

ら
良
い
。

　
今
、古
民
家
を
活
用
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

に
改
築
中
で
、令
和
７
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

予
定
で
す
。
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意見交換会

きょうへい

活発な意見交換ができた
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10
月

16
日
　
日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　（
日
野
町
）

29
日
　
全
員
協
議
会

11
月

７
日
　
議
会
報
告
会

　
　
　（
福
栄
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
）

８
日
　
議
会
報
告
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

16
日
　
女
性
議
会

21
日
　
全
員
協
議
会

25
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
鳥
取
県
町
村
議
会
議
員
研
修

　
　
　
会（
三
朝
町
）

12
月

３
日
　
意
見
交
換
会

　
　
　（
新
規
就
農
者・農
業
研
修
生
）

10
日
　
12
月
定
例
会（
一般
質
問
）

11
日
　
12
月
定
例
会（
一般
質
問
ほ
か
）

12
日
　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

13
日
　
全
員
協
議
会

　
　
　
中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策
　

　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

18
日
　
12
月
定
例
会

　
　
　
全
員
協
議
会

25
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

１
月

８
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

14
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
活
動
報
告

定
期
監
査
報
告

代
表
監
査
委
員　

高
見 

正
司

監 

査 

委 

員　

荒
木
　
博

　
12
月
３
日
に
監
査
委
員

か
ら
、
定
期
監
査
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

【
各
課
の
事
業
執
行
状
況
】

　
令
和
５
年
度
か
ら
６
年
度
へ

の
繰
り
越
し
事
務
・
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
、
指
定
し
た

書
式
に
よ
り
提
出
を
求
め
確
認

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

未
着
手
事
項
は
な
く
、
す
べ
て

の
事
務
・
事
業
は
着
手
済
み
で

し
た
。

【
公
共
交
通
確
保
対
策
事
業
】

　
道
路
が
狭
い
こ
と
等
に
よ
り
、

乗
り
入
れ
が
困
難
な
ケ
ー
ス
へ

の
対
応
策
と
し
て
、
小
型
車
両

(

３
台)

の
購
入
が
６
年
度
へ
の

繰
越
事
業
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
６
月
に
納
品
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
33
世
帯
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
の
通
知
を
出
し
て
、

こ
の
小
型
車
両
の
利
用
促
進
を

図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
老
朽
危
険
家
屋
等
解
体
撤
去

補
助
金
】

　
解
体
撤
去
補
助
金
の
申
請
状

況
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

補
助
金
額
の
上
限
を
30
万
円
か

ら
1
2
0
万
円
に
増
額
し
た
こ

と
に
よ
り
、
問
い
合
わ
せ
や
申

請
件
数
が
大
き
く
増
加
し
て
い

る
状
況
で
す
。
現
在
解
体
撤
去

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
申
請
順

に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
定
空

き
家
の
申
請
が
出
た
場
合
に
は

優
先
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

【
下
谷
中
山
鉄
山
跡
の
国
指
定

に
向
け
て
】

　
日
南
町
笠
木
地
内
に
あ
る

「
下
谷
中
山
鉄
山
跡
」
は
遺
跡

規
模
や
保
存
状
態
の
良
さ
な
ど

か
ら
国
指
定
史
跡
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
中

に
「
下
谷
中
山
鉄
山
跡
調
査
指

導
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
今

後
の
調
査
方
法
な
ど
を
検
討
す

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
年

度
内
に
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

方
向
性
を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
懸
念
し
ま
す
。

　
鳥
取
県
町
村
議
会
研
修
会

と

　き
　
11
月
25
日

と
こ
ろ
　
三
朝
町

　
　
　
　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

演

　題

町
村
議
会
の
論
理
と
作
法

そ
の
基
礎
か
ら
学
び
、
考
え
る

講

　師
　
川
崎
　
政
司
　
氏

（
参
議
院
法
制
局
長
）

●
自
治
体
議
会
は
立
法
機
関
で

あ
り
、
政
策
決
定
の
権
限
を

持
っ
て
い
る
。

●
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、
分

か
っ
て
い
な
い
基
本
的
な
こ
と

を
学
べ
て
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

演

　題

地
域
公
共
交
通
充
実
は
人
口
減

少
・
少
子
化
を
防
ぐ
定
番
処
方

で
あ
る

講

　師
　
加
藤
　
博
和
　
氏

（
地
域
公
共
交
通
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
環

境
学
研
究
科
教
授
）

●
公
共
交
通
の
充
実
は
、
地

元
・
自
治
体
が
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
で
あ
る
。

●
問
題
把
握
を
す
る
た
め
に
、

鳥
取
市
や
米
子
市
等
で
検
証
を

行
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
改
善

事
例
を
聞
く
。
最
近
の
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
取
り
組
み
状
況
の
説

明
も
あ
り
、
有
意
義
な
内
容
で

あ
っ
た
。

　
日
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

と

　き
　
10
月
26
日

と
こ
ろ
　
日
野
町
役
場

演

　題

持
続
可
能
な
日
野
郡
に
向
け
て

講

　師
　
稲
田
　
茂
　
氏

（
日
野
高
校
魅
力
向
上
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

●
講
師
略
歴
は
、
放
送
会
社
に

34
年
間
勤
務
後
早
期
退
職
し
て
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
現
職

●
現
状
の
全
校
生
徒
数
は
、
85

名
（
う
ち
県
外
19
名
、
県
東
部

２
名
）
で
、
県
外
生
徒
と
地
元

生
徒
が
互
い
の
価
値
観
を
交
換

し
な
が
ら
、
様
々
な
活
動
の
事

例
紹
介
が
あ
っ
た
。

●
日
野
高
校
が
果
た
す
役
割
と

し
て
、
①
活
力
の
喚
起
（
イ
ベ

ン
ト
行
事
の
参
画
）
②
情
報
発

信
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
③
キ
ャ
リ
ア
形

成
（
大
学
・
各
種
学
校
の
進

学
）
④
人
材
輩
出
（
福
祉
人
材
、

地
域
課
題
解
決
）
等
を
念
頭
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

定期監査報告他

地域の魅力向上について学ぶ



行政調査

22にちなん議会だより　令和７年１月発行　No.178

　
議
員
全
員
で
構
成
す
る
行
政
調
査
特

別
委
員
会
（
委
員
長
・
櫃
田
洋
一
）
は
、

国
会
議
員
へ
の
要
望
書
提
出
と
国
内
最

大
規
模
の
L
V
L
工
場
、
学
力
テ
ス
ト

日
本
一
の
村
を
調
査
し
ま
し
た
。

行
政調

査

青森県

秋田県

東京都

〇
調
査
期
間
　
令
和
6
年
10
月
2
日
〜
4
日

〇
調
査
場
所
　
東
京
都
　
国
会
議
員
会
館

　
　
　
　
　
　
青
森
県
　
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
森
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社
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田
県
　
東
成
瀬
村
、
東
成
瀬
小
学
校
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本
町
と
同
じ
山
間
地
域
で
あ
り
な
が

ら
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
収

め
る
東
成
瀬
村
の
教
育
を
調
査
し
て
本

町
教
育
の
更
な
る
充
実
の
参
考
と
す
る
。

　
ま
た
、令
和
２
年
の
国
勢
調
査
で
は
秋

田
県
内
で
唯
一
人
口
が
増
加
し
た
自
治
体

で
あ
り
、移
住
定
住
施
策
の
取
り
組
み
を

調
査
す
る
。

東
成
瀬
村
概
要

︵
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
︶

・
人
口
2
3
8
9
人
　

・
世
帯
数
1
0
4
9
世
帯

・
高
齢
化
率
40
％

・
職
員
数
46
人

・
小
学
校
児
童
数
69
人
　

・
中
学
校
生
徒
数
43
人
　

●
所
感

・
学
校
教
育

　
東
成
瀬
村
で
は
、村・学
校・住
民
が
一
丸

と
な
り
、学
力
向
上
だ
け
で
な
く
児
童
一人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育
を
実
践
し

て
い
る
。

　
廊
下
、階
段
等
に
は
児
童
全
員
の
作
品

が
掲
示
さ
れ
、多
様
性
や
相
互
理
解
を
育

む
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　
学
力
向
上
の
要
因
と
し
て
、自
学
ノ
ー

ト
の
活
用
や
探
求
型
授
業
の
推
進
が
挙

げ
ら
れ
る
。ま
た
、９
年
間
の
一
貫
し
た
取

り
組
み
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
東
成
瀬
村
で
は
競
争
を
重
視
す
る
一
方

で
、複
眼
思
考
を
身
に
つ
け
て
人
を
つ
な

げ
、問
題
を
解
決
す
る
力
を
つ
け
さ
せ
る

教
育
を
す
す
め
て
い
た
。

　
問
題
解
決
に
向
け
た
地
域
全
体
の
取

り
組
み
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
︵
株
︶

青

森

プ

ラ

イ

ウ

ッ

ド
︵
株
︶

L
V
L
工
場
視
察

︵
将
来
に
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
調
査
︶

　
株
式
会
社
オ
ロ
チ
は
L
V
L
工
場
と

し
て
は
先
駆
的
で
あ
る
が
、
国
内
最
大

級
の
L
V
L
工
場
を
視
察
し
町
内
企
業

と
の
違
い
や
現
状
及
び
将
来
の
発
展
に

向
け
た
取
り
組
み
を
調
査
。

会
社
概
要

　
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会

社
及
び
青
森
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

は
、
年
間
販
売
戸
数
で
日
本
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
を
誇
る
住
宅
販
売
メ
ー
カ
ー
飯
田

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
り
、
年
間
約

４
万
6
0
0
0
棟
の
住
宅
を
供
給
す
る

同
グ
ル
ー
プ
に
向
け
て
、
建
築
資
材
の

L
V
L
を
製
造
し
て
い
る
。

東
成
瀬
村
　
　
　
教
育
行
政
・
移
住
定
住
施
策
の
取
組
み
に
つ
い
て
調
査

東
成
瀬
小
学
校
　
学
校
教
育
に
つ
い
て
調
査

・
移
住
定
住

　
地
方
移
住
の
若
年
層
増
加
ラ
ン
キ
ン
グ

で
上
位
に
位
置
し
、移
住・定
住
施
策
の
成

功
例
と
し
て「
東
成
瀬
テ
ッ
ク
ソ
リ
ー
シ
ョ

ン
ズ（
な
る
テ
ッ
ク
）」が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
同
社
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
63
人

を
採
用
し
、教
育
・
起
業
支
援
を
行
い
、

I
T
関
連
か
ら
農
業
、観
光
開
発
、化
粧

品
開
発
ま
で
多
分
野
に
事
業
を
展
開
。

　「
地
方
創
生
」や「
I
T
技
術
の
習
得
」

と
い
う
若
者
の
希
望
に
応
え
る
事
業
内

容
と
、豊
か
な
教
育
環
境
が
相
ま
っ
て
、可

能
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
村
と
な
っ
て
い

る
。

●
所
感

　
原
木
確
保
に
つ
い
て
本
町
と
の
違
い
は
、

青
森
県
森
連
か
ら
70
％
の
安
定
し
た
仕

入
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。飯
田
グ
ル
ー

プ
に
は
製
品
の
８
割
が
供
給
さ
れ
る
な

ど
販
路
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

　
両
社
の
L
V
L
生
産
量
は
オ
ロ
チ
の
７

倍
以
上
で
あ
り
、従
業
員
１
人
あ
た
り
の

生
産
量
は
8
0
0
㎥
で
オ
ロ
チ
の
3
0
0

㎥
を
考
え
る
と
生
産
性
が
高
い
。

　
日
南
町
の
林
業
サ
イ
ク
ル（
伐
採
、利

用
、植
栽
、育
成
）の
重
要
な
役
割
を
担
う

オ
ロ
チ
は
、操
業
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
、

多
く
の
製
造
機
械
が
更
新
時
期
を
迎
え

て
い
る
。今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、早

急
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
調
査
概
要

　
国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動

提
出
先

　
石
破
　
茂
、
赤
沢
亮
正
、
湯
原
俊
二

　
舞
立
昇
治
、
青
木
一
彦
、
藤
井
一
博

要
望
事
項

①
過
疎
対
策
事
業
債
の
対
象
に
公
共
施

　
設
の
除
却
を
加
え
る
こ
と
。

②
消
費
者
に
農
産
物
の
価
格
形
成
の
仕

　
組
み
を
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組
み

　
と
併
せ
、
生
産
コ
ス
ト
を
転
嫁
し
た

　
適
正
価
格
で
の
取
引
が
行
わ
れ
る
よ

　
う
政
策
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
。

③
導
入
段
階
で
の
補
助
事
業
要
件
を
緩

　
和
し
、
補
助
率
を
引
き
上
げ
、
農
業

　
施
設(

ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー)

建
設

　
に
係
る
補
助
金
を
創
設
す
る
こ
と
。

④
資
材
価
格
の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、

　
補
助
金
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
、
新

　
規
就
農
者
が
安
心
し
て
営
農
を
開
始

　
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

●
所
感

　
10
月
１
日
に
石
破
総
理
大
臣
が
誕
生

し
石
破
内
閣
が
始
動
し
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
た
め
、
直
接
要
望
書
を
渡
せ
た

の
は
舞
立
参
議
院
議
員
と
藤
井
参
議
院

議
員
の
２
名
で
あ
っ
た
。

　
対
応
い
た
だ
い
た
議
員
か
ら
は
「
こ

う
し
て
町
議
会
か
ら
の
要
望
を
も
ら
え

れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
の
言
葉
も
い
た

だ
き
、
国
会
議
員
へ
直
接
要
望
を
届
け

る
こ
と
は
意
見
書
発
議
よ
り
実
効
性
が

高
い
と
確
信
し
た
。
来
年
度
以
降
も
日

南
町
の
発
展
の
た
め
国
会
議
員
要
望
を

実
施
し
た
い
。

舞立参議院議員へ要望書を提出

ＬＶＬ製造工程を視察

廊下に掲示された児童全員の作品

なるテックの取り組みについて研修

児
童
の
夢
を
載
せ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
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績
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を
採
用
し
、教
育
・
起
業
支
援
を
行
い
、

I
T
関
連
か
ら
農
業
、観
光
開
発
、化
粧

品
開
発
ま
で
多
分
野
に
事
業
を
展
開
。

　「
地
方
創
生
」や「
I
T
技
術
の
習
得
」

と
い
う
若
者
の
希
望
に
応
え
る
事
業
内

容
と
、豊
か
な
教
育
環
境
が
相
ま
っ
て
、可

能
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
村
と
な
っ
て
い

る
。

●
所
感

　
原
木
確
保
に
つ
い
て
本
町
と
の
違
い
は
、

青
森
県
森
連
か
ら
70
％
の
安
定
し
た
仕

入
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。飯
田
グ
ル
ー

プ
に
は
製
品
の
８
割
が
供
給
さ
れ
る
な

ど
販
路
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

　
両
社
の
L
V
L
生
産
量
は
オ
ロ
チ
の
７

倍
以
上
で
あ
り
、従
業
員
１
人
あ
た
り
の

生
産
量
は
8
0
0
㎥
で
オ
ロ
チ
の
3
0
0

㎥
を
考
え
る
と
生
産
性
が
高
い
。

　
日
南
町
の
林
業
サ
イ
ク
ル（
伐
採
、利

用
、植
栽
、育
成
）の
重
要
な
役
割
を
担
う

オ
ロ
チ
は
、操
業
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
、

多
く
の
製
造
機
械
が
更
新
時
期
を
迎
え

て
い
る
。今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、早

急
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
調
査
概
要

　
国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動

提
出
先

　
石
破
　
茂
、
赤
沢
亮
正
、
湯
原
俊
二

　
舞
立
昇
治
、
青
木
一
彦
、
藤
井
一
博

要
望
事
項

①
過
疎
対
策
事
業
債
の
対
象
に
公
共
施

　
設
の
除
却
を
加
え
る
こ
と
。

②
消
費
者
に
農
産
物
の
価
格
形
成
の
仕

　
組
み
を
理
解
し
て
も
ら
う
取
り
組
み

　
と
併
せ
、
生
産
コ
ス
ト
を
転
嫁
し
た

　
適
正
価
格
で
の
取
引
が
行
わ
れ
る
よ

　
う
政
策
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
。

③
導
入
段
階
で
の
補
助
事
業
要
件
を
緩

　
和
し
、
補
助
率
を
引
き
上
げ
、
農
業

　
施
設(

ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー)

建
設

　
に
係
る
補
助
金
を
創
設
す
る
こ
と
。

④
資
材
価
格
の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、

　
補
助
金
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
、
新

　
規
就
農
者
が
安
心
し
て
営
農
を
開
始

　
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。

●
所
感

　
10
月
１
日
に
石
破
総
理
大
臣
が
誕
生

し
石
破
内
閣
が
始
動
し
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
た
め
、
直
接
要
望
書
を
渡
せ
た

の
は
舞
立
参
議
院
議
員
と
藤
井
参
議
院

議
員
の
２
名
で
あ
っ
た
。

　
対
応
い
た
だ
い
た
議
員
か
ら
は
「
こ

う
し
て
町
議
会
か
ら
の
要
望
を
も
ら
え

れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
の
言
葉
も
い
た

だ
き
、
国
会
議
員
へ
直
接
要
望
を
届
け

る
こ
と
は
意
見
書
発
議
よ
り
実
効
性
が

高
い
と
確
信
し
た
。
来
年
度
以
降
も
日

南
町
の
発
展
の
た
め
国
会
議
員
要
望
を

実
施
し
た
い
。

舞立参議院議員へ要望書を提出

ＬＶＬ製造工程を視察

廊下に掲示された児童全員の作品

なるテックの取り組みについて研修

児
童
の
夢
を
載
せ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
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議
　
　
長
　
山
本
　
芳
昭

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
高
橋
　
洋
志

　
　
　
副
委
員
長
　
荒
金
　
敏
江

　
　
　
委
　
　
員
　
岡
本
　
健
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岩
﨑
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大
西
　
　
保

　
　
　
　
　〃
　　
　
近
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仁
志

編

集

後

記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
大
雪
の
冬
に
な
り
ま

し
た
。
灯
油
代
の
高
騰
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
安
全
に
冬
を
過
ご
し
た
い

も
の
で
す
。

　
昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
日
本

被
団
協
が
受
賞
。
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
で
は
、
広
島
・
長
崎
の
市
長
が

「
核
抑
止
力
」
か
ら
の
脱
却
を
訴
え

ま
し
た
。

　
世
界
各
地
で
争
い
が
続
い
て
い
ま

す
。
個
人
で
も
国
ど
う
し
で
も
、
互

い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
対
話
を
根

気
強
く
続
け
る
こ
と
が
、
平
和
な
世

界
に
つ
な
が
る
唯
一
の
道
だ
と
思
い

ま
す
。

　
明
る
く
穏
や
か
な
年
に
！

　
　
　
　
　
　
荒
金
　
敏
江
　
記

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.lg.jp

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
U
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
は

昇
吾
さ
ん

　親
に
楽
を
さ
せ
て
や
り
た

い
と
思
い
、
３
年
前
に
日
南
町
で
の
生

活
を
始
め
ま
し
た
。
今
で
も
親
に
無
理

を
さ
せ
て
ま
す
け
ど
ね
。
４
世
代
同
居

で
す
。

奥
さ
ん
は
日
南
町
で
の
生
活
に
ど
ん
な

印
象
を
も
た
れ
ま
し
た
か

直
美
さ
ん

　人
も
店
も
少
な
い
の
に
驚

く
半
面
、
近
所
付
き
合
い
が
濃
く
、
私

の
知
ら
な
い
人
が
何
も
言
わ
ず
に
家
に

上
が
り
込
ん
だ
り
す
る
の
で
、
と
ま
ど

い
ま
し
た
。

　近
所
に
子
ど
も
が
一
人
も
い
な
い
の

に
も
驚
き
ま
し
た
。
地
域
の
行
事
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
声
を
か
け
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
は

昇
吾
さ
ん

　日
南
郵
便
局
で
郵
便
や
荷

物
の
集
配
業
務
を
し
て
い
ま
す
。
担
当

地
域
は
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
町
内
ど

こ
に
で
も
行
き
ま
す
。
町
内
の
様
子
を

直
接
目
で
見
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

大
変
な
こ
と
は

昇
吾
さ
ん

　荷
物
は
車
で
届
け
ま
す
が
、

郵
便
は
オ
ー
ト
バ
イ
で
ま
わ
る
の
で
、
雨

の
時
は
大
変
で
す
。
特
に
冬
は
防
寒
具
を

た
く
さ
ん
身
に
つ
け
て
行
き
ま
す
。
去
年

は
雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
良
か
っ
た
け
ど
、

雪
が
積
も
っ
た
時
が
大
変
で
す
。

　冬
の
間
は
、
雪
が
多
い
地
区
を
臨
時

で
担
当
し
て
く
れ
る
人
が
い
て
あ
り
が

た
い
で
す
。

今
年
は
年
賀
状
を
出
す
人
が
減
っ
た
と

聞
き
ま
す
が

昇
吾
さ
ん

　今
年
は
年
賀
状
の
枚
数
が

大
幅
に
減
っ
た
け
ど
、
軒
数
は
ほ
と
ん

ど
減
っ
て
な
い
の
で
、
配
達
の
手
間
は

変
わ
り
が
な
か
っ
た
で
す
。
12
月
下
旬

か
ら
新
年
に
か
け
て
は
、
休
み
が
な
い

程
忙
し
か
っ
た
で
す
。

休
日
の
過
ご
し
か
た
は

昇
吾
さ
ん

　休
日
は
、
子
ど
も
と
遊
ん

だ
り
外
出
し
た
り
﹁
パ
パ
の
仕
事
﹂
を

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
触
れ
合
う
時

間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

直
美
さ
ん

　平
日
も
で
す
が
、
休
日
に

子
ど
も
を
見
て
く
れ
て
助
か
っ
て
ま
す
。

U
タ
ー
ン
し
て
気
づ
い
た
町
の
変
化

お
二
人

　た
っ
た
も
カ
ー
ド
が
で
き
て

い
た
こ
と
。
便
利
に
な
っ
て
良
か
っ
た

で
す
。
日
南
町
は
時
代
に
の
っ
て
る
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。

日
南
町
内
に
ほ
し
い
も
の

お
二
人

　子
ど
も
が
屋
内
で
遊
べ
る
公

の
施
設
が
あ
る
と
い
い
な
。
紙
お
む
つ

等
の
ま
と
め
買
い
が
で
き
る
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
が
町
内
に
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

け
い  

ご

休
日
の
パ
パ
の
仕
事
は
子
ど
も
の
サ
ー
ビ
ス

　遠
藤
昇
吾
さ
ん
︑
直
美
さ
ん
︑
恵
吾
さ
ん
︵
印
賀
︶

し
ょ
う
ご

な
お

　み

Uターン時の写真

３年たちました すくすく育っています

よし！

グータ
ッチ

けいご
がんばったよ


